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(free fatty acids: FFA)が増加した、2）IL-6においてのみ運動負荷終了直後で朝と比較し
て夕方で有意に高値を示し、夕方試行では運動負荷終了直後のIL-6と運動負荷終了後FFAの間
で正の相関が認められた、3）朝と夕方ともにFatmax が60%V
．
O2maxに比較して有意に多い総脂
質酸化量を示した、といった知見が得られた。これらの知見は、近年特に注目されている生
活習慣病、特にメタボリックシンドロームに対する肥満の予防および治療を考えていく上で
重要なエビデンスを与えるものと考えられ、学問的寄与とともに、国民の健康の保持増進に
大いに貢献できるものと期待される。
また金 鉉基は、これらの研究を通して、研究の企画立案、測定手技の会得、結果の編纂、
そして考察のすべてに関して、自然科学研究者としての資質を獲得したものと推察される。
よって、金 鉉基が申請した博士学位論文は、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに
十分値するものと認める。
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